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1.はじめに
近年、化石燃料の多用に起因する地球環境の悪化が問題となり、化石燃料の代替エネルギーとして太
陽エネルギーが注目を集めている。最近、屋根に太陽咤池パネルを設置した住宅用ソーラーハウスが普
及し始めている。中国で広く普及している片屋根温室は、太陽屯池バネルの設置に適しているので、片
屋根温室への太隆電池パネルの設置と利用は、今後の興味ある課題であろう。本研究では、太陽電池パ
ネルを屋根に設置した片屋根温室内の日射環境を理論的に解析し、それに基づいたシミュレーションを
行なった。
2.計算条件
ソミュレーションの対象とした片屋根温室の形態をFig.lに示した。太陽電池パネ）頃5分を除いた温
室屋根面および壁面の 85％は非拡散性のガラス板、残りの 15％は日射を透過しないフレームであると仮
定した。建設方位は、東一西とした。屋根面積に対する太陽電池パネル面積の比率（以下、パネル面積
率）は、 0%、10%、20%、30%、60％または90％とした。時期は、冬至(12月23日）、春秋分(3月20日、 9
月23日）および夏至(6月2日）とした。時刻は、真太賜時を採用した。北緯は、 25゜（石垣島）、30゜（屋
久島）、 35゜（東京）、 40゜ （青森）および45゜ （稚内）とした。温室日射透過の数理モデルおよびシミュレ
ーションは、古在(1972)およびKozaiet al. (1978)の方法に準じた。
3.結果および考察
i頃 35゜ における直達日射の床面における平均透過率(Td)の時刻変化に及ぽすパネル面積率 0-60%
の影響は、冬至においてはないが、春秋分ではやや大きく、夏至でかなり大きい (Fig.2)。パネル面
積率が90％の場合、冬至における Tdは午前8時40分に最大値51％を示し、その後微減する。なお、東
西棟では午後のTdは正午に関して午前と対称になる。北緯35゜ における全天（＝直達＋天空）日射の床
面における日積算透過率(T)の床面横断分布に及ぽすパネル面積率0-60％の影響は、 T と同様に、冬至g d 
においてはほとんどないが、春秋分でやや大きく、夏至でかなり大きい(Fig.3)。床面における日積算
全天日射透過率の平均値 (T )に及ぼすパネル面積率0-60％の影響は、春分では緯度にかかわらずほぼg 
同じであり、冬至と夏至では北緯 25° ~45゜ にかけて 6-12％の差がある(Fig.4)。床面における天空日
射透過率(Ts)は、パネル面積率10-30％の範囲では、南側壁から北側壁に向かってやや増大し、パネ）嗅[
積率 90％では、間口方向の中央付近で最小となる(Fig.5)。天空日射の床面における平均透過率 (Ts)
は、パネル面積率の増大に伴いほぽ直線的に減少する (Fig.6)。
以上の結果から総合的に判断すると、屋外日射量の少ない冬期にはパネル面積率を 60-70％程度とし
て、太腸電池の発電蜃と温室内透過日射呈を高く保つと共に、日積算全天日射透過率の床面における分
布の均一性を確保するのが妥当であろう。屋外日射量が冬期に比較して増大する春期・秋期においては、
パネル面積率を 50％程度として太陽電池の発電量と室内透過日射量を共に一定値以上にするのが妥当で
あろう。屋外日射量の多い夏至～夏期にかけては、パネル面積率を30-40％程度とするのが一般的には妥
当であろう。建設方位、屋根傾斜角、妻壁、室内日射反射および太陽電池パネルの配置などを考應した
温室内日射環境の計算結果、および太腸電池パネルの発電・集熱蜃の計算結果については、今後逐次報
告する予定である。
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Fig.2 Time courses of averaged 
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Fig.3 Cross-sectional 
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Fig.4 Averaged transmissivity 
for daily integrated 
global(direct+diffuse) solar 
radiation at the floor surface 
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